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会長講演 

看護科学と尊厳 －選ぶこと・関わること・支えることの再構築－ 

「尊厳」は、医療・ケアの現場で重要な理念として掲げられ、看護職においても「その

人らしさ」や「自律性の尊重」を支えることが実践の本質として位置づけられてきまし

た。しかし、「尊厳」という言葉は、その重要性にもかかわらず定義が曖昧であり、理念

として掲げられても、実践に結びつきにくいという課題があります。 

私（たち）は、養育の選択をせまられる特定妊婦や重篤な胎児疾患の診断を受けた家

族、さらには遺伝医療における困難な意思決定に関わってきました。遺伝学的検査の結

果が個人だけでなく家族全体に影響を及ぼす場面では、個人の自律性と家族関係、社会

のまなざしが複雑に交錯します。その中で、尊厳とは「守る」べき静的な価値ではなく、

対話と関わりを通して「共につくる」動的な営みであることを実感しました。また、人の

尊厳を支えるケアの実践は、看護職の尊厳が尊重され、倫理的に働くことのできる環境

によって初めて成立します。ケアの中で看護職自身が成長し、共に生きることの意味を

問い直す営みとして、ケアリングの相互性に光を当てたいと思います。 

尊厳はまた、人間だけに属するものではありません。日本の宗教観やアニミズム的世

界観に見られるように、人は自然や無言の存在にも尊厳は見出されております。他者の

沈黙に耳を澄ませる感性、存在を一方的に「ケアする」のではなく、共にあることを重ん

じるまなざしは、看護における倫理の根幹でもあります。 

本講演では、情報技術が医療を再編する時代だからこそ「人と人とのかかわり」に立脚

した看護の尊厳支援の可能性について、皆さまとともに考える機会としたい。 

第 45回日本看護科学学会学術集会 

会長：有森 直子（新潟大学大学院保健学研究科） https://shinsen-mc.co.jp/jans45/ 

・発表日：2025年 12月 6日（土） 

・場 所：朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター 第１会場（４Fマリンホール） 

・座 長：西村 ユミ（東京都立大学大学院人間健康科学研究科） 

・演 者：有森 直子（新潟大学大学院保健学研究科） 

一般参加者向けの情報 

・主催：日本看護科学学会 

・参加費：一般参加者は 17,600円 

（報道関係者は無料。一般市民向けの企画である市民 

公開講座は、一般市民も無料。） 

日本看護科学学会  

社会貢献推進委員会 

問合せ：学会事務所 

TEL：03-3525-8428（学会事務所） 

FAX：03-3525-8429（学会事務所） 

Web：https://www.jans.or.jp/ 
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2025年12月7日日
14：30～15：30 （開場14:00）

朱鷺メッセ 
2階 スノーホールB
〒950-0078 新潟県新潟市中央区万代島6-1

2025年12月7日日
14：30～15：30 （開場14:00）

朱鷺メッセ 
2階 スノーホールB
〒950-0078 新潟県新潟市中央区万代島6-1

日 時

場 所

講 師

 お問い合わせ先
第45回日本看護科学学会学術集会 運営事務局
株式会社 新宣　学術会議部
E-mail：jans45@shinsen-mc.co.jp
TEL：025-278-7232   FAX：025-278-7285
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 たに もと みち や

谷本 道哉氏
谷本道哉氏は、日本の運動生理学者。順天堂
大学スポーツ健康科学部教授。博士（学術）（東
京大学）。NHK番組『みんなで筋肉体操』、
NHK番組『筋肉アワー』などの出演者として
知られる。筋力トレーニングなどにまつわる数
多くの書籍を出版している。

対象者

後　援

参加費
無料

健康、長寿のための体力づくり、
筋力トレーニングなど、年代問
わず健康寿命を延ばすための
ヒントを実践を交えながら
お話いただきます。

新潟県、新潟市、新潟県看護協会 
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新潟市およびその近郊の一般市民
参加申し込みはこちらから（先着150名）


